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第 2回「ふぁんだめんたる」病理診断講習会が 2018 年 5 月 19 日、同 20 日の 2

日間にわたって東京慈恵会医科大学の講堂で開催された。2017 年に開催された第 1

回と同様、1日目の外科病理診断講習会は講義形式で、参加者は 125 名（ジュニア

会員 50 名、一般会員 9名、シニア会員 1名、非会員 65 名）であった。2日目の病

理解剖診断講習会は実習形式で行われ、参加者は 40 名（ジュニア会員 23 名、一般

会員 2名、非会員 15 名）であった。本講習会開催のいきさつ、目的、第 1回の様

子 は、IAP 日 本 支 部 NEWS BULLETIN 17-3 で も 紹 介 し た（https://www.

iapjapan.org/news/pdf/17-3NewsBulletin.pdf）。第 1回、第 2回の内容は以下である。

＜第 1回「ふぁんだめんたる」病理診断講習会＞

Day1　外科病理診断講習会の部（2017 年 6 月 3 日、東京慈恵会医科大学　大学 1

号館講堂）

1．リンパ腫（リンパ節）の病理（中村直哉）

リンパ節の見方；リンパ腫診断の基礎知識；リンパ腫（リンパ節）の免疫組織化

学；骨髄がでたら

2．唾液腺腫瘍病理（長尾俊孝）

唾液腺腫瘍の病理診断の基本；代表的な唾液腺腫瘍・腫瘍類似病変の病理診断

3．婦人科病理（清川貴子）

「ふぁんだめんたる」病理診断講習会
理事　清川貴子

東京事務局　松原　修、大谷茉子

第2回講習会：会場の様子
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外陰部の病変；子宮内膜生検・掻爬検体の見方；卵巣類内

膜癌と成人型顆粒膜細胞腫

4．脳腫瘍病理（廣瀬隆則）

脳腫瘍病理の基礎：神経膠腫

5．骨軟部腫瘍（小田義直）

骨腫瘍の分類；軟部腫瘍の分類；軟部腫瘍の組織パターン；

軟部腫瘍の染色体異常および遺伝子異常

6．乳腺腫瘍病理（森谷卓也）

総論；乳管内乳頭状病変；浸潤性乳癌

7．泌尿器病理（都築豊徳）

腎癌の組織型；膀胱腫瘍（尿路上皮性腫瘍）；前立腺癌；

精巣胚細胞腫瘍

Day2　病理解剖診断講習会（2017 年 6 月 4 日、東京慈恵会

医科大学　顕微鏡実習室）

受講者には当日、解剖例の臨床記載、ガラス標本、問題が

配布され、鏡検し解答を記載して実習は終了した。後日、担

当講師によって添削された解答用紙、模範解答、短い評価文

が受講者に送付された。出題担当講師は、松原　修（平塚共

済病院 /がん研究会がん研究所）、添削は松原　修、加藤良

平（山梨大学）、吉野　正（岡山大学）の 3名が担当した。

症例は、臨床診断が 1）間質性肺炎、2）狭心症に対する

CABG施行後、3）ASI に対する弁置換術後の患者で、問題は、

剖検報告書の作成、呼吸不全の原因・病態についての考察、

フローチャートの作成などである。剖検診断は、1．肺線維症、

2．びまん性肺胞傷害、3．心肥大と陳旧性心筋梗塞である。

受講生の勉強する場所による違いなのか、様々な形式の剖検

報告書が見られた。押し並べて受講生の解答について、個々

の臓器や組織の所見は記載されているものの、病態や臓器相

互の関係を含めた総合的な考察が不十分であるとの感想を

持った。

＜第 2回「ふぁんだめんたる」病理診断講習会＞

Day1　外科病理診断講習会（2018 年 5 月 19 日、東京慈恵会

医科大学　大学 1号館講堂）

1．婦人科病理（清川貴子）

子宮頸部上皮内扁平上皮病変と鑑別診断；子宮頸部良性腺

病変と上皮内腺癌；卵巣明細胞癌と鑑別診断

2．呼吸器病理（松原修）

肉芽腫；間質性肺疾患；肺の血管炎；喫煙関連肺疾患；肺

腺癌と神経内分泌腫瘍

3．甲状腺病理（加藤良平）

甲状腺腫瘍診断の基本；乳頭癌の組織細胞診断；濾胞癌の

組織細胞診断；境界概念

4．消化管病理（1）（岩下明徳）

総論；胃・大腸の上皮性腫瘍の生検診断の基本

5．消化管病理（2）（岩下明徳）

小腸・大腸の潰瘍性病変の病理診断の基本

6．リンパ腫（吉野正）

リンパ腫のキーポイント；濾胞性リンパ腫；粘膜関連
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ハンドアウトの表紙

岩下先生の講演
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（MALT）リンパ腫；びまん性大細胞型Ｂ細胞性リンパ腫；

節外性NK/T細胞性リンパ腫、鼻型；ホジキンリンパ腫

7．泌尿器病理（都築豊徳）

腎癌のTNM分類；膀胱腫瘍（尿路上皮癌）における間質

浸潤の評価；前立腺癌の生検診断

Day2：病理解剖診断講習会（2018 年 5 月 20 日、東京慈恵会

医科大学　顕微鏡実習室）

第 1回と同様の形式で行われた。出題担当講師は松原　修

（平塚共済病院 /がん研究会がん研究所）、添削は松原　修、

加藤良平（伊藤病院）、吉野　正（岡山大学）、小田義直（九

州大学）の 4名が担当した。

症例は全身性アミロイドーシス（AL type、原発性）で、

問題は、剖検報告書の作成、アミロイドーシスの病型、早期

診断の方法、病態のフローチャート作成である。ほぼ完璧な

解答から、一方、実際にはなかった多発性骨髄腫との診断も

見られた。2017 年と同様に、病態や臓器相互の関係を含めた

総合的な考察が不十分であるとの感想を持った。

 （以上敬称略）

常任幹事　小田義直

札幌での病理学会総会で IAP日本支部では初めての試みと

して、「乳腺病理ふぁんだめんたる講座」というタイトルで

コンパニオンミーティングを企画・開催しました。モデレー

ターは松原先生が執り行い、森谷理事と三上理事がそれぞれ

「乳腺腫瘍の組織分類：過去・現在・未来」および「乳癌の

病理診断報告とバイオマーカー」というタイトルで講演を 30

分程度行い、最後に小田が「IAP 日本支部の紹介と世界での

役割」というタイトルで約 15 分程度の話をしました。乳腺

の学術講演２題で IAP日本支部の非会員も含めて広く聴衆を

集めて、最後に IAP日本支部の活動や入会のメリットを説明

し新規会員を増やそうという企画でした。乳腺という日常病

理診断でも診断困難例に遭遇することのあるポピュラーな臓

器を対象に選んだこと、森谷理事の尽力で立派なハンドアウ

トを用意することができたこと、軽食と飲み物を用意したこ

と、などが功を奏したのか 80 名と予想を超える多くの方に

来ていただきました。

現在 IAP 日本支部の会員は 943 名であり、あと 57 名で当

面の目標としていた 1000 名に達します。聴衆者の約半数程

病理学会総会でのコンパニオンミーティング
「乳腺病理ふぁんだめんたる講座」開講

コンパニオンミーティングが行われたロイトン札幌の会場

JDIAPの紹介と世界での役割

JDIAP会員数の推移

JDIAP-今後のイベント予定
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度が IAP日本支部非会員でありましたので、この中から IAP

日本支部の新規入会者が出てくることが期待されます。来年

も可能であれば第 2弾を企画したいと思っています。

川崎医科大学病理学／ JDIAP 広報委員長　森谷卓也

本邦の乳腺腫瘍組織分類は乳癌取扱い規約（日本乳癌学会

編）に基づいている。1967 年に初版が発刊されて以来 2012

年の第 17 版まで、時代の流れに沿って適宜改定がなされ、

本年 5 月に第 18 版が発刊された。一方、国際的にはWHO

分類があり、2012 年の第 4版が最新のものである。日本の組

織分類の骨子は 1982 年のWHO の第 2 版によく似ており、

その後出版された第 3版、さらに第 4版とは若干の乖離が生

じてきたことは否めない。しかし、WHO分類も、ひとつの

症例が捉え方次第で異なるカテゴリーに分類される危惧や、

稀有な症例が頻度の高いものと並列に記述されている点など、

課題が残されていることも事実と思われる。

乳癌取扱い規約第 18 版では、まず国内外の分類との整合

性を図ることに重きが置かれ、WHO分類（第 4版、2012 年）

を強く意識し両者の読み替えが可能となるようにと対応表が

作成された。また、切除検体の病理学的記載事項チェックリ

ストや索引を設け、使い易さを重視した。病理編第 1部の病

理組織学的分類は上皮性腫瘍（良性・悪性）、結合織性及び

上皮性混合腫瘍、非上皮性腫瘍の順序に変更はないが、第 17

版の分類不能腫瘍、乳腺症、腫瘍様病変はその他としてまと

められ、乳腺症には“いわゆる”が冠された。上皮性腫瘍で

は良性腫瘍と悪性腫瘍の間に異型上皮内病変（異型乳管過形

成、異型小葉過形成、平坦型異型病変）の説明がなされた。

悪性腫瘍では、微小浸潤癌（浸潤径 1mm以下の癌：乳管

癌または小葉癌）が新たに分類に加わった。最も頻度が高い

浸潤性乳管癌は、腺管形成型・充実型・硬性型・その他の 4

型に分けることとされた。これは従来の乳頭腺管癌・充実腺

管癌・硬癌からの単なる用語の置き換えではなく、浸潤癌胞

巣の形状を重視し、優勢な成分を記載することと定義された。

その結果、旧来の乳頭腺管癌は、腺管形成型の浸潤性乳管癌、

篩状癌（特殊型の一つ）とともに、乳管内成分優位の癌（乳

管内成分優位の浸潤性乳管癌）、微小浸潤癌に分類される可

能性がある。慣習的に用いられた「広義の」硬癌も、記載さ

れなくなるものと思われる。

特殊型乳癌については、篩状癌など新たな組織型や浸潤性

小葉癌の亜分類が追加された。また、化生癌は分類の組み換

えが行われ、上皮性のもの（扁平上皮癌）と間葉系分化を示

すもの（紡錘細胞癌、骨・軟骨化生を伴う癌、基質産生癌）

に分かれた。神経内分泌癌は、その他の特殊型に分類された。

さらに、通常型浸潤性乳管癌の特殊型も定義された。

病理編第 2部では、推奨固定法、センチネルリンパ節転移

の表記法、断端評価法、病理学的グレード分類の記載につい

て解説や変更がなされた。ホルモン受容体のAllred score、

HER2 に対する FISH 法も新たに記載された。組織学的治療

効果の判定基準については図譜が強化され、評価法の説明も

詳しくなった。

以上、臨床編とともに種々改定がなされたが、今後は新規

約に準じた症例蓄積による分類法の検証や、次の改定に向け

た課題抽出が必要である。さらに、日本独自の概念・分類法

については、本邦からの国際発信がなされることが望まれる。

蛇足ではあるが、WHO分類は第 5版の執筆陣が概ね確定し、

間もなく次の改定に向けた作業が開始される予定である。

熊本大学医学部附属病院　病理診断科（病理部）　三上芳喜

乳癌の最適な治療のためには正確で付加価値が高い病理診

断報告書が迅速に返却されなければならない。近年は診療に

必要な病理診断情報を系統的かつ漏れなく記載するために概

要病理報告 synoptic pathology reporting が一般的になりつ

乳腺腫瘍の組織分類：過去・現在・未来
Histological Classification of Breast 
Tumors：Past, present and future

乳がんの病理診断報告と
バイオマーカー検索
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つあり、これを標準化する目的で米国病理学会 Collage of 

American Pathologists（CAP）や International Collaboration 

for Cancer Reporting（ICCR）が作成したフォーマットが様々

な臓器で用いられるようになっている。診断情報は data set

として診療のみならず、臨床試験、疫学調査や、癌登録およ

びがん対策のためにも活用される。具体的には、腫瘍の組織

型、浸潤径、悪性度（Grade）、切除断端の状態、進行期（pTNM）

などの他、エストロゲン受容体（ER）、プロゲステロン受容

体（PgR）、HER2 の発現状態、Ki-67 標識率などが記載される。

バイオマーカー検索は乳癌の内因性サブタイプを決定し、補

助療法の選択を行うために重要で、AJCC 分類第 8版では進

行期を確定するために不可欠なアイテムの一つとなっている。

すなわち、従来の解剖学的指標に基づくものから、組織学的

悪性度とともに、HER2、ER、PgR、Oncotype DX® などの

遺伝子アッセイなどにより決定されるようになった。

ER、PgR は目視によって陽性細胞の割合（％）、平均的な

染色強度を評価して結果を記載するのが一般的であるが、

Allred スコア、J スコアなどが用いられることがある。陽性

細胞が認められない場合は内因性陽性コントロールが存在す

ることを確認する必要がある。ASCO/CAP のガイドライン

（2010 年）では免疫反応性を示す細胞が 1％以上である場合

に陽性と判断されるが、Allred スコアでは 1％未満（PS=1）

であっても染色強度が中等度（IS=2）である場合はスコア 3

（PS1+IS2=TS3）となり、陽性と判定されるため、陽性細胞

が僅少である場合はAllred スコアの併用が望ましい。

HER2 は免疫組織化学的に強い完全な細胞膜の陽性所見が

10％を超える癌細胞で観察される場合に陽性（unequivocal）、

陽性所見がみられないか弱い不完全な細胞膜の陽性所見が認

められる場合は陰性（negative）と判定される。そして、弱

～中等度の完全な膜の陽性所見が 10％以上の癌細胞で観察さ

れるに過ぎない場合、強い完全な膜の陽性所見がみられるが

10％以下の癌細胞にとどまる場合は発現不明確（equivocal）

として、FISH あるいは DISH 法により遺伝子増幅の有無を

確認する必要がある。2018 年 6 月にはASCO/CAP のガイド

ラインが変更された。これにより、HER2/CEP17 比が 2以上

であれば従来は増幅ありと判定されていたが、HER2 遺伝子

の平均シグナル数が細胞 1個あたり 4未満であるなどの場合

には再検査を行うことが求められるようになった。生検で免

疫組織化学的にHER2 陰性で、組織学的に低異型度（mSBR 

Grade 1）の浸潤性乳管癌あるいは小葉癌、管状癌、粘液癌、

篩状癌、トリプルネガティブ乳癌である場合は、切除検体で

の HER2 免疫組織化学は不要であるが、高異型度（mSBR 

Grade 3）である場合や生検検体が僅少である場合、切除検

体で生検検体とは異なる高異型度の癌が認められる場合、生

検による HER2 免疫組織化学の結果が不明確である場合

（equivocal）、生検検体の処理において虚血時間や固定時間な

どの問題が生じている可能性がある場合、などは再試行を考

慮する。

Ki-67 標識率は評価法に関するコンセンサスが必ずしも得

られていないなどの理由から、日本乳がん学会やASCO/

CAPのガイドラインでは治療選択のための指標としては推奨

されていないが、実際には内因性サブタイプの決定のために

本邦では広くKi-67 免疫組織化学が施行されている。国際グ

ループが提唱する評価基準、目視による標識率のスコア化な

どが提唱されているが、必ずしも普及はしておらず、評価法

は各施設に委ねられているのが現状である。

IAP 日本支部教育委員長　長尾俊孝

本年度は下記の通り、第64回日本病理学会秋期特別総会（呉

市で開催）の翌日、広島市にて行います。

IAP日本支部主催　日本病理学会後援

日　時：2018（平成 30）年 11 月 24 日（土）

会　場： 広島国際会議場　広島市中区中島町 1-5 

（平和記念公園内）

会　長：谷山　清己（呉医療センター・中国がんセンター）

副会長： 安井　　弥 

（広島大学大学院医歯薬保健学研究院分子病理学）

病 理 診 断 講 習 会 　（午前）

特別講演　演者：Tseng-tong Kuo 先生

Chang Gung Memorial Hospital, Taipei、Taiwan（英語講演）

Reflection on My Forty Two Years of “Skin Game” with a 

Special Report on Cutaneous Malignant Lymphoma in 

Northern Taiwan

座長：橋本　　洋（株式会社臨床病態医学研究所）

特別講演の概要

前台湾病理学会会長、IAP台湾支部の創始者であるTseng-

tong Kuo 先生に永年にわたる皮膚病理へのご功績、ご業績、

胸腺腫瘍、菊地病、リンパ腫、鼻咽腔癌でのWHO Bluebook

への関与のこと、加えて皮膚リンパ腫病理の様々な面、台湾、

アジアと欧米との地理病理学的な比較について講演していた

だきます。米国Washington 大学でのAckerman 教授、Rosai

教授との長い交流のこと、一般外科病理学にも造詣が深く、

大変興味あるお話を聴かせてもらえると思います。昨年から

始まった日台 IAP 交流事業の一環として、今年はKuo 先生

に若い 3人の先生ともども来日していただき、特別講演をお

2018 年 IAP日本支部
病理学教育セミナーのお知らせ
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願いしました。

教育講演（1）演者：吉野　正（岡山大学大学院医歯学総合

研究科病理学（腫瘍病理 /第二病理））

「節外性リンパ腫（1）：イントロダクションと消化管 B細胞

リンパ腫」

座長：加藤　良平（伊藤病院病理診断科）

教育講演（2）演者：中村直哉（東海大学医学部基盤診療学

系病理診断学）

「節外性リンパ腫（2）：他臓器及びT/NK細胞リンパ腫」

座長：小田　義直（九州大学大学院医学研究院形態機能病理

学）

教育講演の概要

リンパ腫の罹患率は、近年増加傾向が著明である。推計値

ではあるが、国立がん研究センターによるとリンパ腫は悪性

腫瘍中本邦では第 8位米国 SEER では第 7 位となっている。

すなわち、本邦も欧米とも増加傾向は同様である。しかし、

両者間には大きな差異がある。本邦では節外性と節性は罹患

率がほぼ同じであるのに対して、欧米では明らかに節性優位

である。本講習会では比較的遭遇する機会の多い節外性リン

パ腫の特性、全リンパ腫の 1/4 程度を占める消化管リンパ腫、

診断困難例が多いT/NK細胞リンパ腫、及び皮膚のリンパ腫

について特別講演と教育シンポジウムにて全貌が理解できる

ことを目指す。

スライドセミナー 　（午後）

 （順不同）
＊皮膚の腫瘍性疾患…上から下まで所見をとりながらのア
プローチと鑑別診断
新井　栄一（埼玉医科大学国際医療センター病理診断科）
＊骨髄病理の基礎と診断
伊藤　雅文（名古屋第一赤十字病院病理部）
周産期胎盤と絨毛性疾患
南口早智子（京都大学医学部附属病院病理診断科）
非腫瘍性腸疾患（腫瘍様病変も含む）
味岡　洋一（新潟大学医歯学総合研究科分子・診断病理学
分野）
改訂WHO分類からみた脳腫瘍の病理診断
小森　隆司（東京都立神経病院検査科）
リンパ腫
竹内　賢吾（公益財団法人がん研究会がん研究所病理部・
分子標的病理プロジェクト）
頭頸部腫瘍の病理（鼻副鼻腔中心）
湊　　宏（石川県立中央病院病理診断科）
小児腫瘍
田中　祐吉（神奈川県立こども医療センター病理診断科）

＊印は新規コース。

受講料
一般会員 ジュニア会員 シニア会員 非会員

午前の部
病理診断講習会  5,000 円 3,000 円 無料  8,000 円

午後の部
スライドセミナー
（1コース）

10,000 円 5,000 円 10,000 円 15,000 円

※ 病理診断講習会はハンドアウト代を、スライドセミナーは

バーチャルスライド閲覧・ハンドアウト・CD代を含みま

す（なお、CDは「頭頸部腫瘍の病理」と「小児腫瘍」の

みとなります）。

専門医更新単位は、午前中の診断講習会では各講演で 1単

位ずつ、午後のセミナーでは各コース 2単位ずつの取得が可

能です。

なお、申し込みは午前・病理診断講習会、午後・スライド

セミナーともに決められた期間中にWeb 上にて行って頂き

ます。期日以降の申し込みや当日の受け付けはできませんの

でご注意ください。また、受講料の入金も指定した締切日ま

でに銀行振込が必要です（当日会場での支払いは原則的に受

け付けません）。申し込みのみで未入金の場合、事前の重要

資料（領収書、ハンドアウト引換券、スライドセミナー用バー

チャルスライド閲覧のためのパスワード等）の郵送が出来ま

せんので、申し込み、入金ともに期日を厳守してください。

参加登録期間：2018 年 8 月 29 日（水）12：00 ～ 10 月 10 日（水）

12：00 まで

申し込み等の詳細につきましては、IAP 日本支部ホームペー

ジ（www.iapjapan.org）、およびNEWSLETTERをご覧くだ

さい。

今年も多くの方の御参加をお待ち申し上げます。

連絡先

IAP日本支部教育委員長　長尾　俊孝

東京医科大学人体病理学分野

〒 160-0023 東京都新宿区西新宿 6-7-1

TEL：03-3342-6111　FAX：03-3342-2062

E-mail：pathol-1@tokyo-med.ac.jp（事務担当　田中・篠田）

日時：2018 年 11 月 24 日（土）

場所： 広島国際会議場　地下2階 国際会議ホール「ヒマワリ」

広島市中区中島町 1 - 5（平和記念公園内）

総会参加者には昼食を用意します。マイページで出欠の回答

第 58 回総会のお知らせ
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ください。

出欠回答期間： 2018 年 10 月 1 日（月）～ 11 月 1 日（木）ま

でHPマイページにて

理事指名委員会委員長　中谷行雄

今年で任期を満了される理事 2名について、後任の理事選

挙を行います。選挙公報を9月中旬にIAP日本支部ホームペー

ジに掲載予定です。公報をご覧の上、昨年同様にマイページ

上での投票をお願いいたします。投票期間は 10/1（月）－

10/12（金）を予定しています。

日　時：2018 年 6 月 23 日（木）12：20 ～ 13：10

場　所：ロイトン札幌 エメラルドルームA

出席者： 岩崎、岩下、長村、小田、加藤、清川、中谷、長尾、

谷山（教育セミナー会長）、羽賀、橋本、廣瀬、松原、

吉野、森谷、久岡、魚返（事務局）

欠席者： 石川、都築、中村、三上、安井（教育セミナー副会長）

【議　　題】
♦報告・連絡事項
1． 2018 年 USCAP 3/17 -23, Vancouver 報告 , Japan Night

開催報告

2． 2018 年 Advanced Prostate Pathology Course in Aichi 

4/21 -22 報告

3． 2018 年第 2 回ふぁんだめんたる病理診断講習会 5/19 -20

報告

4．委員会報告：広報、病理診断学術奨励賞、理事指名

5． その他：教育セミナーの講師 PC使用について、予備を準

備

♦審議事項
6．2017［平成 29］年会計報告、承認

7．会計監査結果が岩下監事より報告

8． 2018 年第 107 回日本病理学会総会にてコンパニオンミー

ティング：初開催、主旨説明

9． 2018 年日台合同スライドカンファレンスについて開催準

備、症例募集の検討

10． 2018 年病理学教育セミナー 11/24：教育委員長と大会長

から進捗説明。本年は日台交流事業でのゲストを招聘、

また秋期病理学会 IPS 6 か国招聘との調整など

11．日本側ホストの日台交流事業について継続審議

12． 2019 年日韓合同スライドカンファレンス：日程は 12 月

予定、場所は釜山にて

13．2021 年 APIAP へ向けて、進捗説明

14． 2024 年 IAP Congress 立候補について、本部次期会長の

招聘報告、福岡Bid においての活動説明、審議

15． その他：

　　 ・ Jordan の国際会議での IAP 本部 President-elect の選

挙、JDIAP は長村先生を推薦

　　 ・ IAP のホームページをより充実した現代的なものに改

善提案

常任幹事　小田義直

東京事務局　松原　修

6 月 1 日（金）から 6月 10 日（日）まで、Schmidt 先生ご

夫妻が来日された。お忙しいスケジュールをやりくりして来

て頂き有難いことであった。第 1義には札幌での第 59 回日

本臨床細胞学会総会春期大会で特別講演をしていただくこと、

次に IAP 国際会議 2024 年を福岡へ誘致するにあたって福岡

市、また国際会議場を見て頂くことが目的であった。札幌で

は学会長の札幌医大産婦人科教授　齋藤　豪先生にお世話に

なり、また横浜市大第二病理准教授の古屋充子先生（北大出

身）に市内観光でお世話になった。

4日（月）からは福岡へ移られ、市内観光の後、九州大学

を訪問していただき婦人科腫瘍の病理について講演いただい

た。さらに国際会議を誘致する予定の福岡国際会議場では国

際法医学会が開催中であり、会場全体を視察いただき実際の

各会場の運用とプログラムとの連携のなどについて詳細なア

ドバイスを頂いた。福岡空港からの利便性や、国際会議場を

中心とした機能の集約性について御理解いただき、福岡市を

大変気に入っていただいた。

7日（木）に羽田空港へ来られ、皇居の東御苑、浅草など

を観光された。都内観光では清川貴子理事にお世話になりま

した。9日（金）は富士山、箱根方面にはバスで観光された。

日本には 2度目だそうですが、大層、日本を気に入られた様

子であり、ドイツケルンでの国際会議開催の経験から貴重な

アドバイスを我々に話してくださった。

理事選挙について

2018 年 IAP日本支部第 2回理事会

IAP本部の President-elect Dietmar 
Schmidt 先生ご夫妻を迎えて



8

元 IAP 日本支部会長、元 IAP 本部会長、慈恵医大客員教授

牛込新一郎

多くの方に敬愛された石川栄世先生は平成 30 年 6 月 20 日、

静かに永遠の眠りにつかれました。享年 97 歳でした。生憎、

病理学会総会が札幌で開催中のため関係者不在でしたが、筆

者はお亡くなりになった 1時間半後には病室にて先生に対面

できました。翌日のご遺体の解剖にも立ち会うことが叶いま

した。老人施設に入ることを嫌い、この数年はむしろ恵まれ

たと言って良い入院生活で、お見舞いに伺うと病理学会と

IAP日本支部（以下支部）のその当時の関係者の会話が中心

となっていました。難聴が進んでいましたので、一方的なお

話をお聞きする場面が多くなっていました。支部の話題とな

りますと目を細めて近年の発展ぶりをいつも大変に喜んでお

られました。

先生は支部と日本病理学会での大なるご功績があり、常に

その時代の先生方と共に指導的役割を果たされました。支部

設立の1961年当時は設立協力者の在京メンバーの一人であっ

たかと思われますが、1976 年あたりから故西山保一先生らと

スライドセミナーなど教育的活動を積極的に勧められたと理

解しています。支部の理事（1961 -75）と会長（1986 -88）を

お務めになりました。今日も活発な日韓スライドセミナーの

立ち上げ（1988）、APIAP の立ち上げ（1994）にも重要な役

割を果たされ、前者は韓国チェジュ島に、後者はシドニーに

赴かれました。IAP 本部で vice-president として日本代表を

お努めになり、海外の情報を伝えてくれました。IAP 国際会

議にはよく同伴させていただきました。1976 年 10 月、ワシ

ントンＤＣで開催された IAPの第 11 回国際会議に先生、（故）

江頭靖之先生ご夫妻、（故）西山保一先生、岡山の赤木忠厚

先生らとツアーを組んだ形で往復の行動を共にして親しく

なったのが忘れられません。その後はシドニー（1982）、ダ

ブリン（1988）、マドリッド（1992）、香港（1994）にもご一

緒させていだきました。

支部の話とは離れますが、特筆すべきは、長年日本病理学

会の役員の一人として尽力されたことです。殊に同学会の英

文誌 Acta Pathologica Japonica の発刊初期から Pathology 

International と名称を変更される前まで全ての掲載論文の英

文チェックを行っていました。

教授室でも、電車にのっていても、何処でもいつも英文論

文に赤字をいれていたお姿は忘れられません。投稿された多

くの病理医がその恩恵を受けられたものと思います。

話の内容は変わりますが、ニックネームで呼び合い良い雰

囲気をつくるのがお得意で、西山先生をニシ、影山圭三先生

をカゲ、小島　瑞先生をミズ、島峰徹郎先生をシマチャンな

どとよび、個性豊かな先生方のなかで、遠慮なく議論のでき

る雰囲気を醸成し、良き指導体制を作っていたように感じら

れました。飯島宗一先生とはイイジマ、エイセイと呼び合い、

遠城寺先生をエンチャンと呼んでいました。

最後に、筆者にとりましては学生時代から今日まで実に 60

年以上の長きにわたって病理学の手ほどきのみならず、人と

しての生き方に関しても御指導を受けることが出来まして、

感謝と幸せを感じております。（合掌）

福岡大学名誉教授　岩崎　宏

わが国における軟部腫瘍研究の先達がまた一人他界された

ことは寂しい限りです。石川先生の流暢な英語とユーモアの

センスに富んだ語り口は今も忘れられません。昭和 40 年代

に始まる現代的日本の軟部腫瘍研究を支えた多くの研究者の

中で、突出していたのは遠城寺宗知、石川栄世、佐野量造の

三先生であり、いずれも骨軟部関係で唯一の全国的研究会「日

本骨・軟部腫瘍研究会」を舞台に活躍され、軟部腫瘍研究の

三羽烏とも称されていました。佐野先生はすでに消化器癌の

研究で高名で、軟部腫瘍の分野でもいくつかの先駆的な研究

を行われていましたが、癌の研究中に自らも癌に罹患し早世

石川栄世先生を偲んで

追悼：石川　栄世先生

石川 榮世 先生を偲んで



9

されたことは、返す返す残念です。その後、石川先生と遠城

寺先生は協力しながら軟部腫瘍の研究を発展させ、わが国で

初めての「軟部腫瘍アトラス」（文光堂 1989）（写真 1）を両

先生が共同編集者として刊行し、本邦の軟部腫瘍研究と診断

レベルの向上に多大に貢献されました。当時私も線維組織腫

瘍および腫瘍状病変について、執筆をまかされ、非常にうれ

しかったことを覚えています。

石川先生に初めてお会いしたのは、昭和 47 年に開催され

た厚生省がん研究助成金四肢軟部悪性腫瘍研究班（青池 勇雄

班長）の病理部門の分科会でした。私は九州大学病理学の大

学院生でしたが、班員の遠城寺宗知教授の命で班会議に参列

していました。東京慈恵会医科大学高木会館の小会議室で研

究の進捗状況の説明や情報交換が行われた後、新橋の古い料

理屋で酒を酌み交わしながら、軟部腫瘍の研究の担当分野に

ついて話し合われました。当時の日本では軟部腫瘍の病理診

断や研究は非常に遅れており、米国の論文の後を追いながら

研究を進めている状況でした。

軟部腫瘍は非常に種類が多いので、班員の誰がどの腫瘍を

研究対象にするか、割り振るのは、大変面倒な作業でした。

脂肪肉腫や横紋筋肉腫などの悪性腫瘍は、研究対象としてわ

かりやすく、希望者が多かったのですが、良性腫瘍は種類が

多い上に組織像が類似したものが多く、纏めるのが難しいこ

とが予想されたため、研究を希望する人は誰もいませんでし

た。そこで、石川先生は「良性腫瘍を分かっていないと、悪

性腫瘍は理解できない。だから良性腫瘍の研究は非常に重要

だ。遠城寺さんのところは症例が多いから、研究してみては

どうか」とおっしゃいました。遠城寺先生も、それなら九大

病理で引き受けましょうといわれ、九大が良性腫瘍をまとめ

ることになってしまいました。本当は悪性腫瘍を研究した

かった私は何となく釈然としませんでしたが、このとき石川

先生のすすめで良性軟部腫瘍を広範囲に研究したことは後年

悪性腫瘍を研究する際に非常に役に立ち、大いに感謝してい

ます。

慈恵医大では木村哲二先生以来の伝統から血管肉腫の研究

が盛んに行われていました。石川先生は光顕レベルでの分析

を非常に大事にされており、胎生期の血管の発生と血管性腫

瘍の発生の類似性などを精力的に研究されていました。しか

しながら、当時は免疫染色が未発達で内皮細胞マーカーが開

発される以前の状況であり、HE染色標本と鍍銀標本の分析

ならびに電顕的観察が主体であったので、石川先生も血管肉

腫と他の肉腫との鑑別に苦労されていたようですが、各種の

軟部腫瘍の臨床病理学的研究で大きな成果を上げられました。

また、石川先生は軟部腫瘍だけでなく、木村氏病やリンパ節

病変の研究にも取り組み、幅広い興味を示しておられました。

石川先生の研究の姿勢として印象的だったのは、自分が発

表に使う顕微鏡写真は自分で撮影するということでした。昔

は言うまでもなくアナログ写真撮影装置であったので、現在

のデジタル写真撮影装置と比べると、フォーカスの合わせ方

やコントラストの調節が非常に厄介で、良い写真を撮るのは

簡単ではありませんでした。当時は石川先生のように大家の

大学教授ともなれば、腕の良い弟子に命じて顕微鏡写真を撮

らせるのが通例でしたが、石川先生は「自分で検鏡し、写真

を撮っているときに、新しい所見を発見することがよくある

ので、撮影は楽しいよ」とおっしゃいました。弟子には任せ

ずに、自分の目で確認しながら所見を纏め、写真を撮るとい

う研究姿勢は、病理学者として当然といえば当然のことです

が、駆け出しの大学院生だった私には非常に新鮮な響きのお

言葉でした。その後、牛込新一郎先生をはじめ多くのお弟子

さんが骨軟部腫瘍の領域で優れた研究業績を上げられたのは、

このような石川先生の指導方針とご人徳の賜物と存じます。

先生の偉大な足跡を忍びながら、心よりご冥福をお祈りい

たします。

写真1　石川栄世，遠城寺宗知（編）：軟部腫瘍アトラス, 文光堂, 東京, 
1989.
本書はわが国で最初の軟部腫瘍病理組織アトラスであり、本邦の軟部腫
瘍の研究と診断レベルの向上に大いに貢献した。



10

IAP 日本支部元会長、慶応義塾大学医学部客員教授

日本鋼管病院病理診断科部長、東海大学名誉教授

長村義之

石川栄世先生が、97 歳の天寿を全うされました。心よりご

冥福をお祈り致します。

先生は 1958 年の IAP日本支部 JDIAP 設立メンバーのお一

人であり、JDIAP 名誉会員および IAP 日本支部発足 40 周年

記念特別賞（2002 年）受賞者でいらっしゃいます。私は主に

IAPにおいて先生と親しくさせていただきました。

私の石川栄世先生の思いでは大分以前にタイムスリップし

ます。私は、1970 年に慶応義塾大学医学部を卒業し直ちに米

国へ渡り病理の研修を始めました。 4 月から出発までの 2か

月間、慶応病理学教室にお世話になりましたが、その間に影

山圭三教授から、“アメリカへ行くなら英語で Case 

presentation をして行け”とご指示があり、慈恵医大で 406

日米病理スライドカンファレンス＊でプレゼンテーションを

することになりました。今でも鮮明に記憶していますが、“A 

case of pulmonary chemodectoma”を先輩方に教えていただ

き英語で発表しました。その時カンファレンスを主催されて

いたのが石川栄世先生で、当時のUS Army Hospital の病理

医も参加していました。私は米国生まれの石川栄世先生の（当

然ですが）mother tongue としての優雅な英語とそれにマッ

チしたような優しいお人柄に魅せられました。生まれて初め

てのプレゼンテーションでしたが、石川先生からは渡米に際

し力強い励ましのお言葉をいただいたのを鮮明に記憶してい

ます。
＊ 米軍の 406 医学研究所の病理医も参加して、日米病理医のスライド・

カンファレンスが開 かれていたが、日米両方より数例が提出され、症

例検討をおこなっていた。米軍側 からは病理医が 3～ 4名、日本側か

らは 15 ～ 20 名が出席した。http://www.geo-japan.co.jp/scully_sui2.

html

これは、未知の世界に飛び出してゆく私にとって、パワー

とパッションを備えてくれた経験といえます。また、

chmodectoma は後に神経内分泌腫瘍の病理を専門に勉強し

ている私の人生のきっかけとしても運命のようなものを感じ

ています。

5年の米国での研修を経て東海大学に赴任し、学位を取得

しました。 学位論文は“下垂体の発生異常の免疫組織学的検

討”を英文にしてActa Pathologica Japonica（現 Pathology 

International）に投稿したのですが、その際に、私は影山先

生のお薦めで、編集長をされていた石川栄世先生の元まで論

文を持参しました。私が英文でまとめた 3番目の論文でした

この学位論文に関してもしても、優しくお言葉をかけていた

だき早い時期に掲載していただきました。感謝に堪えません。

学会等で時々お目にかかる石川栄世先生は、いつも優しく

私にお声をかけてくださいました。“オサムラくん！”と呼

んでいただいた石川栄世先生の声を忘れることは出来ません。

そしてあらためて先生が残された数多くの医学界でのご功績、

お人柄は私も見習いたいものだと思っております。

先生は IAP日本支部の設立者でもあり、支部活動に多いに

貢献されました。先生のお教え、そして情熱は今でも生き続

けています。先生は海外の多くの知己との交流を通して IAP

日本支部を現在の“世界レベル”に引き上げてくださった方

の有力なお一人と深く感謝しております。

石川栄世先生、長い間のご指導有難うございました。安ら

かにお休みください。

東京慈恵会医科大学病理学講座　教授、IAP 日本支部理事

清川貴子

日本病理学会名誉会員、東京慈恵会医科大学名誉教授、石

川榮世先生は、平成 30年 6月 22日老衰のため逝去されました。

享年 97 歳でした。通夜は 6月 30 日（土）に、葬儀・告別式

は 7月 1 日（日）に、桐ケ谷斎場鶴の間（東京都品川区西五

反田 5 - 32 - 20）にて滞りなく執り行われました。喪主はご長

男石川 世樹様が務められました。東京慈恵会医科大学病理

学講座の一員として、ここに先生の御生前の御功徳を偲び、

謹んで哀悼の意を表します。

先生は、日本に外科病理学を導入し、それを根付かせた病

理医の一人であり、その教育と研究を通じて我が国の病理学

の発展に大きく貢献されました。遠城寺宗知先生、牛島宥先

生と編集および執筆を担当された「外科病理学（文光堂）」は、

版を重ね、日本中の病理医の必携の書として親しまれていま

す。先生のご業績は我々教室員の誇りであり、また、今日の

東京慈恵会医科大学病理学講座の基礎を築かれた先生のご尽

力に心より感謝申し上げます。

東京慈恵会医科大学病理忘年会は同窓会を兼ねて開催され

ますが、つい数年前までお元気に出席されていた先生のダン

ディなお姿が思い出されます。ここに謹んでご遺徳を讃え、

御冥福をお祈りいたします。

日時：2018 年 10 月 14 日（日）-18 日（金）

石川栄世先生の思いで

石川榮世先生のご逝去を悼んで

Upcoming Meeting

第 32 回 IAP Congress
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場所： King Hussein Bin Talal Convention Centre, Dead Sea 

Nr. Amman, Jordan

参照 URL：www.iapcentral.org/meetings

日時：2018 年 10 月 27 日（土）～ 28 日（日）

10 月 27 日（土）　エクスカーション＆レセプション

 9：00 ‒ 18：00　 One Day Tour to Jiufen（九份）and Shifen（十

分）

18：00 ‒ 20：30　 Welcome reception at Golden Formosa 

Restaurant（金蓬萊餐廳：ミシェラン1つ星）

10 月 28 日（日）　スライドカンファレンス

会場：Taipei Veterans GeneralHospital, Taipei, Taiwan

参照 URL：IAPホームページに記載しております。

↓こちらまで

https://www.iapjapan.org/meetings/conference_02.html

日時：2018 年 11 月 24 日（土）

場所：広島国際会議場，広島市

会　長：谷山　清己（呉医療センター・中国がんセンター）

副会長： 安井　　弥（広島大学大学院医歯薬保健学研究院分

子病理学）

＊内容詳細は 5頁をご覧ください。

日時：2019 年 3 月 16 日（土）-22 日（金）

場所：National Harbor（Gaylord）, Maryland, USA

日時：2019 年

場所：China（詳細未定）

日時：2019 年 10 月 11 日（金）-10 月 12 日（土）

場所：Busan

日時：2020 年 8 月 29 日（土）-9 月 3 日（木）

場所： Scottish Exhibition and Conference Centre, Glasgow, 

Scotland, United Kingdom

参照URL：www.iapcentral.org/meetings

日時：2021 年

場所：岡山コンベンションセンター（岡山市）

会長：吉野　正（岡山大学大学院病理学）

日時：2022 年 10 月 9 日（日）-14 日（金）

場所：Sydney, Australia

岡山大学、IAP 日本支部次期会長　吉野　正

IAP 日本支部New Bulletin number 3 でお知らせしました

ように、2021 年に第 12 回 APIAP を岡山で開催することに

なりました（大会長 吉野正、副会長 清川貴子）。この会が

日本で開催されるのは初めてのことです。開催の詳細な期日

や内容については現在検討中であり、後日あらためてお知ら

せ致しますが、皆さまのご協力とご支援を心よりお願い申し

上げます。

▷ 理事選挙投票、第 58 回総会の出欠、2019 年 MP、LI 雑誌

申し込みはマイページでの手続きです、IDとパスワードが

不明の方は再発行してください。Email Address や生年月

日を登録していない方は事務局に直接ご連絡ください。

第 7回日台合同スライドカンファレンス

第 58 回 IAP日本支部病理学教育セミナー

第108回United States and Canadian Academy 
of Pathology（USCAP）Annual Meeting

第 11 回 Asia Pacific IAP（APIAP）
Congress

IAP 日韓合同スライドカンファレンス

第 33 回 IAP Congress

第 12 回 Asia Pacific IAP（APIAP）
Congress

第 34 回 IAP Congress

第 12 回アジア太平洋 IAP（APIAP）
を岡山で開催

事務局よりお知らせ
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福岡事務局

小田　義直、魚返　有里

TEL：092-642-6061　FAX：092-642-5968

Email：fukuoka.office@iapjapan.org

東京事務局

松原　修、大谷　茉子

TEL：050-5274-8683

Email：tokyo.office@iapjapan.org／matsubara@iapjapan.org

Modern Pathology　2019 年 1 月～ 12 月号

Laboratory Investigation　2019 年 1 月～ 12 月号

購読料：1冊につき年間 13,000 円

来年号の購読お知らせ。マイページにて申し込みをお願いし

ます。継続して購読の方も必ず更新の手続きをしてください。

申し込み期間： 2018 年 9 月 26 日（水）～ 11 月 9 日（金）まで、

HPマイページにて

 ・ 本申し込みは、IAP 日本支部が代行し、情報管理・配送手

配はすべてUSCAPが行っております。

 ・申込み期間外の受付はできません。

 ・ 配送トラブルがある際は、一度 IAP日本支部へ相談くださ

い。

IAP 日本支部会員になるメリットは

IAP 日本支部会員になると…

1． 病理診断講習会（旧：教育シンポジウム）の会員割引

会員 5,000 円／非会員 8,000 円

2． スライドセミナーの会員割引

1コースあたり会員 10,000 円／非会員 15,000 円

→病理診断講習会＋スライドセミナー 2コースを受講す

る場合

会員　入会金・年会費 7,000 円 +受講料 25,000 円

=計 32,000 円

非会員　受講料＝ 38,000 円

6,000 円（2年目以降は 7,000 円）安く受講できます

3． USCAP Journal を会員価格で定期購読

- Modern Pathology, Laboratory Investigation-

1 冊の年間購読料 約$99 ～、年により変動あり

4．IAP日本支部・IAP本部の会報　News Bulletin

5． スライドセミナー 3年経過したものをHP上でハンドアウ

ト公開（予定）

6． 国際学会の情報取得

IAP/USCAP/APIAP/APSMI/日韓合同スライドカンファ

ランス /日台合同スライドカンファランスなど
一般会員 シニア会員ジュニア会員 非会員

入会金  1,000 円 （終身会費） 1,000 円 ―
年会費  6,000 円 50,000 円 4,000 円 ―
受
講
料

病理診断講習会  5,000 円 無料 3,000 円  8,000 円
スライドセミナー 10,000 円 10,000 円 5,000 円 15,000 円

* 一般・シニア（終身）・ジュニア（若手）会員を設けました

現会員は一般会員として登録しています。

下記の条件を満たし、希望する会員は、変更可能です

■シニア（終身）会員

申請できる方：現会員のうち 65 歳以上の希望者

（細則：IAP 日本支部に長年にわたり貢献をされた、と理

事会で認めた年齢 65 歳以上の会員で、終身会費を納入し

た者とする。）

終身会費　50,000 円，以降は会費納入を免除

スライドセミナー受講料は一般会員に準じる

特典として JDIAP 病理診断講習会（旧教育シンポジウム）

は無料で受講

■ジュニア（若手）会員

申請できる方：病理専門医資格　未保持者

* 会費、受講料の改定は 2016 年 1 月 1 日から適用します

* 申請方法：HPのMembership ページ（日本語）にて様式を

ダウンロードし、東京事務局へEメールにて申請してくださ

い

本年度より賛助会員として下記の 8社に入会いただきまし

た。年会費は 50,000 円で、IAP 日本支部の発行物などを紹介

させていただいております。ご協力に大変感謝致します。会

員の皆様、当学会の活動に賛同いただける、その他の企業・

団体様をご紹介いただけると幸いです。

㈱東京セントラルパソロジーラボラトリー

株式会社　日本臨牀社

株式会社　フィリップス ジャパン

株式会社　臨床病態医学研究所

サクラファインテックジャパン株式会社

フィンガルリンク株式会社

富士製薬工業株式会社

ライカマイクロシステムズ株式会社

広報委員会

委 員 長　森谷卓也

副委員長　清川貴子

委　　員　 久岡正典 

三上芳喜

USCAP雑誌 2019 年 申し込み案内

IAP日本支部会員になろう！

JDIAP賛助会員


